
佐久間発電所は現在も国内最大級の出力・発電量を誇る大規模水力設備として活躍している。

　

山
々
の
水
を
集
め
、
深
い
渓
谷
を
刻
ん

で
流
れ
る
天
竜
川
。
何
百
年
か
静
か
な
歳

月
を
過
ご
し
て
き
た
こ
の
川
筋
に
、
新
し

い
時
代
の
開
発
の
動
き
が
起
こ
っ
た
の
は

昭
和
28
年
の
こ
と
で
し
た

─
。

　

峻し
ゅ
ん
げ
ん厳

な
山
あ
い
を
抜
け
る
舟
下
り
の
勇

姿
と
静
か
な
語
り
で
始
ま
る
映
画
『
佐
久

間
ダ
ム
』。
１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
の
公

開
時
、
３
０
０
万
人
も
の
観
客
を
動
員
し

て
数
々
の
映
画
賞
を
手
に
し
た
こ
の
作
品

に
は
、
日
本
の
電
源
開
発
史
、
土
木
建
築

史
に
金
字
塔
と
し
て
残
る
佐
久
間
発
電
所・

ダ
ム
（
静
岡
県
浜
松
市
）
の
建
設
物
語
が

克
明
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

戦
後
間
も
な
い
当
時
、
混
迷
か
ら
復
興

へ
の
転
換
期
に
あ
っ
た
日
本
の
電
力
需
要

は
破
竹
の
勢
い
を
示
し
つ
つ
あ
り
、
そ
れ

を
賄
う
新
た
な
電
源
が
望
ま
れ
て
い
た
。

資
源
に
乏
し
い
日
本
に
と
っ
て
そ
れ
は
大

規
模
水
力
設
備
の
開
発
に
他
な
ら
ず
、
技

術
力
と
瞬
発
力
を
も
っ
て
そ
の
任
務
を
果

た
す
こ
と
を
使
命
と
し
て
、
52
年
９
月
に

誕
生
し
た
の
が
Ｊ
パ
ワ
ー
だ
っ
た
。

　

大
規
模
水
力
の
開
発
第
１
号
に
指
名
さ

れ
た
佐
久
間
の
地
は
、
諏
訪
湖
に
発
し
、

遠
州
平
野
を
抜
け
て
太
平
洋
へ
と
注
ぐ
国

内
９
位
の
大
河
、
天
竜
川
の
中
流
渓
谷
部

に
あ
り
、
多
雨
多
雪
の
豊
か
な
水
量
に
恵

ま
れ
て
い
る
。
水
系
全
体
の
包
蔵
水
力
は

１
０
０
万
k
W
に
及
ぶ
と
目
さ
れ
、
そ
の

約
３
分
の
１
が
得
ら
れ
る
好
適
地
で
あ
り

な
が
ら
、
切
り
立
つ
断
崖
な
ど
に
阻
ま
れ
、

幾
度
と
な
く
開
発
計
画
が
挙
が
っ
て
は
倒

れ
て
き
た
悲
願
の
場
所
で
も
あ
っ
た
。

　

53
年
４
月
に
着
工
し
た
建
設
は
難
航
を

極
め
、
か
の
石
橋
湛
山
を
し
て
「
我
が
国

に
お
い
て
類
例
を
見
な
い
大
工
事
」
と
言

わ
せ
た
が
、
期
限
と
さ
れ
た
満
３
年
を
死

守
し
て
完
遂
。
56
年
４
月
に
運
転
開
始
を

果
た
し
て
い
る
。
現
在
の
佐
久
間
電
力
所

所
長
、
若
林
哲
夫
氏
は
こ
う
語
る
。

　
「
10
年
以
上
か
か
る
と
さ
れ
た
難
工
事

を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
日
本

の
技
術
は
も
と
よ
り
、
米
国
か
ら
導
入
し

た
最
新
式
の
大
型
土
木
機
械
と
工
法
、
の

ち
に
“
電
発
精
神
”
な
ど
と
い
わ
れ
た
開

拓
者
の
気
風
が
相
ま
っ
て
の
こ
と
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
事
実
、
こ
の
大
事
業
を

高
度
成
長
期
の
原
動
力

元
祖
再
エ
ネ
パ
ワ
ー
の
誕
生

─
未
来
を
変
え
る
「
N
E
X
U
S
佐
久
間
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

戦
後
日
本
の
高
度
経
済
成
長
期
は
、
こ
の
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
歴
史
の
始
ま
り
で
も
あ
っ
た
。

純
国
産
C
O

2

フ
リ
ー
電
源
「
水
力
」の
旗
手
と
し
て
誕
生
し
た
佐
久
間
発
電
所
・
ダ
ム
の
物
語
を
起
点
に

J
パ
ワ
ー
（
電
源
開
発
）が
次
代
に
向
け
て
構
想
す
る
再
エ
ネ
拠
点
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
を
問
う
。

J
パ
ワ
ー
の
軌
跡
と
未
来

3
Vol.

1953（昭和28）年 4月に着工、米国から
導入した土木重機などの活躍で、不可
能といわれた難事業を工期 3年で実現
させた佐久間発電所・ダムの建設風景。
富山県・黒部川第四発電所建設と並ぶ
奇跡の物語として知られる。

次
代
の
水
力 

大
作
戦

Forefront of
Energyエネルギー

最前線



【流域・環境】
【人】

【水力発電】

地域からの信頼
＋

流域・環境との共生・共創

現場力×デジタル
＋

より簡単に（高性能）
より確実に（高品質）
より安全に（安心）
より面白く

老朽設備刷新
＋

再エネ×調整力
kW・kWh増

境
に
日
本
の
土
木
建
築
技
術
は
大
き
く
飛

躍
し
、
ま
た
戦
禍
に
沈
ん
で
い
た
人
々
の

意
気
高
揚
に
も
奏
功
し
た
そ
う
で
す
」

　

出
現
し
た
ダ
ム
の
高
さ
１
５
５・
５
ｍ
、

頂
長
２
９
３
・５ｍ
は
建
設
時
の
国
内
最
大

記
録
。
４
台
の
発
電
機
が
生
み
出
す
最
大

出
力
35
万
k
W
も
当
時
は
日
本
一
で
あ
り
、

今
で
も
国
内
３
位
の
存
在
と
し
て
奥
只
見

（
新
潟
・
福
島
県
）、
田
子
倉
（
福
島
県
）
の

両
発
電
所
に
続
い
て
い
る
（
と
も
に
Ｊ
パ

ワ
ー
／
揚
水
式
を
除
く
）。
年
間
約
14
億

k
W
h
の
発
電
量
は
現
在
も
変
わ
ら
ず
最

大
級
だ
。

　
「
こ
の
佐
久
間
を
手
本
と
す
る
大
規
模

水
力
が
相
次
い
で
開
発
さ
れ
、
そ
の
後
の

電
力
安
定
供
給
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

後
に
建
設
さ
れ
た
佐
久
間
周
波
数
変
換
所

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
な
る
発
電
所

を
創
り
出
す
構
想
も
動
き
始
め
て
い
る
。

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
佐
久
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

そ
れ
だ
。
笹
川
氏
は
言
う
。

　
「
豊
か
な
水
資
源
を
最
大
限
に
活
用
す

る
た
め
に
、
よ
り
大
き
な
電
力
を
生
む
た

め
の
リ
パ
ワ
リ
ン
グ
は
重
要
で
す
。
し
か

し
、
そ
う
し
て
水
力
の
存
在
意
義
が
今
後

さ
ら
に
高
ま
る
と
し
て
も
、
事
業
の
効
率

化
や
高
機
能
化
だ
け
を
見
て
い
た
の
で
は
、

持
続
可
能
性
は
保
て
な
い
で
し
ょ
う
。
そ

の
土
地
の
自
然
の
恩
恵
に
与あ

ず
か

る
事
業
体
と

し
て
、
地
域
・
流
域
と
の
共
生
、
社
会
・

環
境
と
の
調
和
な
く
し
て
人
々
の
共
感
を

得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
発
電
所

が
あ
る
か
ら
、
こ
の
土
地
の
魅
力
が
増
す
。

そ
ん
な
存
在
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
１
つ
、
人
が
暮
ら
し
、
働
く
場
所

は
、
異
な
る
周
波
数
を
相
互
に
変
換
で
き

る
世
界
初
の
設
備
で
、
東
日
本
50 

Hz
と

西
日
本
60 

Hz
の
電
力
融
通
が
初
め
て
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
佐
久
間
の
発
電
機
は
ど

ち
ら
の
周
波
数
で
も
発
電
で
き
る
の
で
、

高
度
成
長
期
や
震
災
後
の
電
力
逼ひ

っ
ぱ
く迫
時
に

活
躍
し
て
き
ま
し
た
。
供
給
力（
k
W
）を

広
域
に
提
供
で
き
る
存
在
と
し
て
、
今
後

も
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
る
で
し
ょ
う
」

　

日
本
の
電
源
構
成
は
以
後
、
石
油
・
石

炭
・
天
然
ガ
ス
の
火
力
に
、
風
力
な
ど
の

再
エ
ネ
、
原
子
力
を
交
え
て
多
様
化
の
道

を
歩
み
、安
定
供
給
を
大
前
提
と
す
る
「
ベ

ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
」
が
基
本
方
針
と
な
る
。

そ
の
過
程
で
大
規
模
水
力
は
ほ
ぼ
開
発
を

終
え
、
残
る
は
未
利
用
の
中
小
水
力
の
開

発
だ
が
、
水
力
全
体
の
発
電
電
力
量
が
太

陽
光
と
並
ん
で
日
本
の
再
エ
ネ
ト
ッ
プ
に

位
置
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
２
０ 

２
０
年
度
実
績
の
電
源
構
成
比
は
約
８
％

で
、
再
エ
ネ
全
体
の
お
よ
そ
４
割
を
担
う
。

Ｊ
パ
ワ
ー
の
水
力
設
備
出
力
は
シ
ェ
ア
第

２
位
で
あ
り
、
大
量
の
再
エ
ネ
電
力
を
生

み
出
し
続
け
て
い
る
。

　

佐
久
間
を
起
点
と
す
る
日
本
の
水
力
技

術
は
海
外
協
力
に
も
用
い
ら
れ
、
50
年
代

後
半
か
ら
多
く
の
Ｊ
パ
ワ
ー
技
術
者
が
諸

国
に
赴
任
、
河
川
調
査
や
計
画
支
援
に
臨

ん
で
き
た
。
60
年
代
に
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
事
業
や
発
電
事
業
も
始
ま
り
、
約
半

世
紀
で
60
を
超
え
る
国
・
地
域
に
足
跡
を

残
す
。
現
在
、
再
エ
ネ
・
火
力
を
含
め
て

Ｊ
パ
ワ
ー
が
海
外
で
運
転
中
の
発
電
事
業

は
40
件
近
く
、
建
設
・
計
画
中
の
案
件
は

約
10
地
点
で
あ
る
。

　

水
力
開
発
の
波
及
効
果
は
事
ほ
ど
さ
よ

う
に
遠
大
だ
が
、
そ
の
価
値
は
さ
ら
に
高

ま
る
可
能
性
を
秘
め
る
と
い
う
。
Ｊ
パ
ワ

ー
水
力
発
電
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
の

笹
川
剛
課
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
地
政
学
的
情
勢
に
よ
る
為
替
変
動
や

資
材
費
高
騰
、
気
候
変
動
問
題
と
い
っ
た

社
会
課
題
の
中
で
考
え
直
し
て
み
る
と
、

水
力
ほ
ど
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
電
源
は

な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
燃
料
調
達
が

不
要
で
Ｃ
Ｏ

2
を
出
さ
ず
、
再
エ
ネ
で
あ

り
な
が
ら
雨
天
や
夜
間
に
も
運
転
で
き
る
。

熱
や
蒸
気
に
変
換
す
る
燃
料
と
は
違
い
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
直
結
す
る
状
態
で
溜
め
て

お
く
こ
と
が
で
き
て
、
水
さ
え
あ
れ
ば
即

座
に
発
電
可
能
。
し
か
も
、
大
小
含
め
て

す
で
に
全
国
各
地
に
存
在
し
ま
す
か
ら
、

分
散
電
源
と
し
て
の
価
値
は
極
め
て
高
い
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
観
点
か
ら
も
非
常
に
重

要
な
設
備
で
す
」

　

長
く
使
い
続
け
る
こ
と
で
、
時
代
の
変

化
に
応
じ
た
価
値
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
例
え
ば
、
揚
水
式
発
電
。
余
剰
電
力

を
使
っ
て
水
を
汲
み
上
げ
て
お
き
、
需
要

を
見
て
適
時
発
電
に
使
う
こ
の
方
式
は
、

出
力
１
０
０
万
k
W
級
の
大
容
量
化
が
可

能
で
、
高
度
成
長
期
な
ど
に
は
電
力
ピ
ー

ク
時
の
補
給
電
源
と
し
て
活
躍
し
た
。
今

も
そ
の
役
割
は
同
じ
だ
が
、
再
エ
ネ
主
力

電
源
化
の
時
代
に
入
り
、
昼
間
の
太
陽
光

で
過
剰
に
生
じ
た
電
力
を
揚
水
で
吸
収
し

と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
に
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
て
い

ま
す
。
労
働
人
口
が
減
る
中
で
、
保
守
な

ど
の
現
場
作
業
を
よ
り
安
全
に
、
確
実
に
、

簡
便
に
進
め
る
た
め
で
す
が
、
同
時
に
、

そ
れ
に
よ
っ
て
空
い
た
時
間
を
よ
り
創
造

的
な
仕
事
に
振
り
向
け
た
り
、
楽
し
さ
や

面
白
さ
を
駆
り
立
て
る
仕
掛
け
を
施
し
た

り
す
る
た
め
で
も
あ
り
ま
す
」

　

す
な
わ
ち
、
①
設
備
更
新
に
よ
る
水
力

の
最
大
化
、
②
相
互
の
信
頼
に
基
づ
く
地

域
・
流
域
と
の
共
生
、
③
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
人
と
現
場
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
。

こ
れ
ら
三
位
一
体
の
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
が

実
行
さ
れ
る
。
①
で
は
水
車
発
電
機
な
ど

の
主
要
設
備
を
刷
新
し
、
出
力
増
・
調
整

力
ア
ッ
プ
を
図
る
。
②
で
は
従
来
か
ら
の

関
係
を
土
台
に
、
災
害
時
の
給
電
対
応
な

ど
新
し
い
仕
組
み
を
共
創
す
る
。
③
は
保

守
点
検
な
ど
現
場
業
務
の
遠
隔
支
援
、
働

き
方
改
革
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
に
は
「
連
鎖
」
や
「
つ
な

が
り
」
の
意
味
が
あ
り
、
地
域
と
の
関
係

性
を
表
す
と
と
も
に
、
大
気
と
水
の
循
環

の
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
水
力
の
原
理

に
も
適
っ
て
い
る
。
ま
た
、
持
続
可
能
な

次
代
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
）
に
向
け
て
今
、
私
た

ち
（
Ｕ
Ｓ
）
に
で
き
る
こ
と
を
示
唆
し
て

命
名
し
た
言
葉
で
も
あ
る
と
い
う
。

　
「
逆
か
ら
並
べ
て
Ｓ
Ｕ
Ｘ
Ｅ
Ｎ
と
す
れ

ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
Ｓ
Ｕ
）
と
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
Ｅ
Ｎ
）
の
掛
け
合
わ
せ
に

な
り
ま
す
ね
。
も
う
１
つ
、
水
力
を
通
じ

て
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
を
解
決
す
る
作

戦
（
サ
ク
セ
ン
）
と
も
読
め
ま
す
か
」

　

Ｊ
パ
ワ
ー
は
昨
年
２
月
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
定
供
給
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

同
時
に
満
た
す
戦
略
「
Ｊ

-

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ 

“
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ 

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

２
０
５ 

０
”」
を
策
定
。
水
力
２
位
、
風
力
２
位

の
再
エ
ネ
事
業
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

の
意
気
込
み
と
、
目
標
達
成
へ
の
具
体
的

な
道
筋
を
示
し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
佐
久
間

を
は
じ
め
と
す
る
再
エ
ネ
拡
大
路
線
は
そ

の
一
環
で
あ
り
、
水
力
・
風
力
・
地
熱
・

太
陽
光
の
全
方
位
か
ら
国
内
外
で
Ｃ
Ｏ

2

フ
リ
ー
電
源
の
開
発
を
加
速
、
進
行
中
だ
。

　

創
立
か
ら
70
年
に
わ
た
り
Ｊ
パ
ワ
ー
に

継
が
れ
る
開
拓
精
神
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が「
次
な

る
佐
久
間
」
大
作
戦
で
ど
う
結
実
す
る
か
。

決
戦
は
２
０
２
０
年
代
後
半
に
始
ま
る
。

て
有
効
活
用
す
る
と
い
っ
た
使
い
途み

ち

も
開

け
て
い
る
。
電
力
需
給
が
逼
迫
す
る
時
の

切
り
札
と
し
て
、
再
エ
ネ
を
活
用
し
た
巨

大
な
“
蓄
電
池
”
の
利
用
価
値
は
高
い
。

　

既
存
資
産
か
ら
の
新
た
な
価
値
創
造
を

望
む
「
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
」
は
、
経
年
化

し
た
水
力
設
備
の
リ
パ
ワ
リ
ン
グ
（
一
括

更
新
）や
、
石
炭
火
力
設
備
へ
の
Ｃ
Ｏ

2
削

減
技
術
の
実
装
な
ど
、
Ｊ
パ
ワ
ー
が
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
て
進
め

る
取
り
組
み
の
旗
印
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
水
力
に
備
わ
る
底
力
を
ベ
ー

ス
に
、
た
だ
発
電
設
備
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
地
域
と
共
に
あ
る
事
業
と
し
て
の
自

覚
、
働
き
や
す
さ
の
視
点
も
交
え
た
新
た

新たな価値とエネルギーを生み出す
「次世代水力発電所」

膨大な電気を生み出し続けてきた
「佐久間発電所」

当時の技術の粋を結集して建設

諏訪湖を源とした豊富な水資源

国内最大級の発電規模

50/60Hzエリアへ電力供給現場力×デジタル技術の融合

地域・流域との共生

さらなる発電出力・発電電力量増

発電所を中心に、大気・再エネ・循環を表す∞（無限大）
をベースとして、「水力発電」「地域・流域」「人（現場力
×デジタル）」が一体となって循環するNEXUSの帯を構成。

今
な
お
価
値
あ
る
水
力

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
効
果
も
期
待

電
気
と
地
域
と
人
が
創
る

次
な
る
時
代
の
循
環
型
社
会
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